
令和6年度訪問看護連絡協議会従事者研修報告 
 

令和6年 10月 12日(土)10:00～12:00 熊本県医師会館2階大ホール 

「生活の場におけるエンゼルケア」 常盤大学角田直枝教授 

申込み：140名、 参加：110名、 アンケート回収96名（回収率：88％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その理由 

事例をまじえて話しされたので、分かりやすかった。 

自分が知らなかったかとを知ることが出来た 

身近に感じている事例が多かった 

色々な経験を交えての講義で参考になった 

自事業所の事例と合わせ考える事が出来た。 

事例が多く専門用語も少なかったので分かりやすかった。 

家族との声かけ、関係、などよくわかったから  

今までしてきた看取りがよかったのか比較出来た。 

看護師としての家族との関わりや、言葉かけなど細かい部分まで教えて頂けたから 

声かけのタイミングや方法等よくわかった 

医師訪問 24時間いないなら、死亡時の診察訪問は不要 葬儀参加の考え方 

亡くなる前からエンゼルケアが始まっているとあらためて認識しました 

看取りの考え方、看護師あり方を学ぶことができました。 

現場のやっていることがエビデンスで理解出来ました 

往診２４時間以内看取りの場合 

綿を詰めるなど、昔ながらのことがどうなのか疑問だったことを説明してもらった。 

終末期のケアに携わることが増えている状況がある  

エンゼルケアとはグリーフケアに繋がる事、処置だけではないという事が理解できた。葬儀者にも繋がる事で

連携がはかれる。 

葬儀社のエンゼルケアは何度か学ぶ機会があったが、医療従事者のケアの考え方を聞くことができとても良

かったです。エンゼルケアといって鼻息荒く処置をやらないといけないと思う必要もないし、美しく仕上げること

がケアではなく、そのプロセスを一緒に行うことが家族のグリーフケアにつながると学びました。なくなる瞬間か

らケアが始まっているということも学びました。 



死に至るまでの過程でどう関われば良いかなど具体的に学べた 

 

 
今後、取り上げてほしいテーマ 

 

緩和ケア 

心不全について 

病院との関わり方 災害対策 

フィジカルアセスメントなど 

とても勉強になりました。ありがとうございました。今後も在宅の看取りケアに生かして行きたいと思います。 

患者との関係性 

また先生の訪問看護関連のお話しが伺いたいです。経験談でもよいので。 

エンゼルケアの具体的なケア内容、手順 

ステーションの連携 

 

 

 

 

 


